
情報モラルも一緒に考える 
双方向通信の授業案 
-中学生の学びを体験するの巻-
福井県高等学校情報教育研究会

福井県立美方高等学校　木村 文彦



技術分野 
２ 内容　Ｄ 情報の技術 
(2) 生活や社会における問題を、ネットワークを 
　利用した双方向性のあるコンテンツのプログラ 
　ミングによって解決する活動を通して、次の事 
　項を身につけることができるよう指導する。



情報通信ネットワークの構成、 
情報を利用するための基本的な仕組みの理解 
安全・適切なプログラムの制作 
その動作の確認、およびデバッグ等
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元の教材 
ペア（２人） 
# 隣同士を想定

変更 
５人グループ 
# クラス内の 
　未知の５人



ヴァーチャルサロンで語り合おう



教師卓

192.168.1.102
部屋番号



部屋番号
101 102 103 104 105 106 107

仮名 
（かめい）

Yuji 
（ゆうじ）
Akira 

（あきら）
Haru 
（はる）
Risa 
（りさ）
Ai 

（あい）







・１時間では無理でした。 
・さらに「学び」の多い 
　授業を研究。



https://www.artec-kk.co.jp/dl/pfreetext/juniorhigh.php


